
令和5年度第2回常任委員会

令和6年2月16日(金) 9時30分～

岡山市「岡山シティホテル桑田町別館会議室」・「オンライン」

参加者 諸江、安藤、根岸、恒松、松本、大槻、笹田、多田、島原市実行委員会

オンライン参加者 井上、瀬田川、安海、豊田、國金、渡部、下野、山田、中村

○諸江部長挨拶

○協議事項

１．競技委員会提案事項（松本）

・規約規定集改訂 FIEルールの適用、ユニフォーム規定、「抗議について」の追加

・競技について

受付の部分、DTのコールと「運営責任者が行う受付」を明確化、FIEルールの適用、ユニフォーム部分を

現在の規定に合わせて明確化、「抗議について」の追加、図解改訂

同日中同種目のインジュリータイムは異なる部位なら可、と明記。

高体連ルールの☆が残っていて要らない箇所が複数あるので、確認の上削除

・「競技について」は令和5年度選抜から今回のものを適用。

・インターハイの「競技について」は6月の競技委員会で協議、7月の全国委員会で承認。

・バラージの適用について 予選通過・不通過の同率の場合は試合をせずに全員を上げる（時間短縮にもな

る）。それ以外は抽選で順位付け。6月に改めて審議。

・団体戦で怪我した選手が出た場合、選抜では文言上は5人目もは出られることになっている。

２．都道府県提案事項

・東京都（田中先生）の提案

「全国選抜一人３種目出場可」にすることについての提案

そもそもは将来的には一人1種目にすることで始まった。選手の負担も大きく、拡大は考えていなかった。

タイムテーブル上は一人 3種目可能、部員数が減って参加校が揃わないこともあるので 3種目でも良いの

で

はないかということで提案。

← Googleフォームで各委員長に意見を求める方向で。

6月競技委員会、7月常任委員会・全国委員会を経て協議。

議論としては、3種目可とエペ＋サーブル可という声もある。

3種目出場可能になった場合、ブロック選抜のやり方も変わるので、来春ではなく再来年度からにするべき

では。2種目の同時進行は出来ないが、現状でも対応できる地区はある。まずは6月に間に合うように調査。

３．強化普及委員会（大槻）

・高体連ホームページの活用

部活紹介動画で活性化、他校との交流が出来るのでは？ →募集開始

・出張型指導者研修会

希望するところがあれば指導者を派遣、近隣にも声を掛けてもらう。

費用のことはあるが、試してみたい。年2回程度を想定。＝集合型の講習会はしない前提。

ピンポイントでの依頼も想定。逆にブロックを絞るか。

→まず原案の方向で実施して様子を見る。希望なければ来年度以降はブロックを絞って募集を掛けることも。

・海外指導者研修会

釜山の東義大学（サーブル強豪校）のヘッドコーチの指導。

実施と参加者の費用の件 費用にコーチ代（2名分、@4万×2名×2日）を上乗せ。



2024年11月28日～12月1日
ホテルのみ押さえてホテル集合・ホテル解散、交通手段は各自で手配。

４．令和6年度行事予定案（安藤）

・行事日程確認

インターハイ、選抜、部報発行、後援行事（牧杯・JOC＝高崎）、プログラム編成会議、常任委員会

（第1回・第2回）、全国委員会（第1回・第2回）、競技委員会（第1回・第2回）、海外指導者研修会

・日程案変更

第1回競技委員会 6月7日(金)・8日(土)（1週繰り上げ）

第2回競技委員会 韓国指導者研修会と重なるので保留

第2回常任委員会 2月7日(金)・8日(土)（1週繰り上げ）

・令和7年度以降全国大会

令和8年度滋賀総体 会場地未定

令和9年度南関東ブロック総体 千葉県・船橋アリーナで調整中

令和10年度東海ブロック総体 岐阜県で調整中

令和11年度南九州ブロック総体 現在調査中

（選抜大会は6年度までは島原。7～12年度を島原開催で調整）

５．来年度予算案（根岸）

・表記を令和５年度→令和6年度に訂正

・委員会費、選抜大会役員旅費・表彰物品、保険料増

・管理支出の雑費支出大幅減（上記増に回す）

６．令和5年度全国選抜大会（笹田）

・競技日程確認

・監督会議「がまだすドーム会議室」（試合前のサブ練習場での練習が可能に）

・男女エペ・サーブル優勝旗島原市より寄贈

・練習会場・日程の指定、霊丘公園では電気審判器使用可

・会場レイアウトの大幅変更はなし。開会式は種目関係なく男女各校2名ずつ（昨年同様）。

・決勝ピストの台を低くし、本部席を高くして見やすくする。

・タイムテーブルは一日1種目に変更（決勝は男女先に出来る方から実施のため明記せず）

・Youtube撮影撮影あり。

・開会式9時40分～10時20分、試合開始11時に変更 ＝以降全体を10分ずつ繰り上げる。

・決勝解説の山口徹氏からチーム紹介アンケート依頼あり（戦力、特徴等） →実施で調整。

・違反と罰則 ノンコンバッティビリティ最新FIEルールの適用。（黄→赤→黒）

・競技役員

事務局次長 田部井、山下→永川、技術委員に渡部追加で6に
・ピスト指導員は原川、安海、他。5名で十分ではないか。今後調整

・式典関係、技術委員会の時に登壇者・詳細を打ち合わせ（各日表彰式の詳細未定）。

・寄贈優勝旗図案紹介、開会式と監督会議で紹介。

昼休憩、1時30分再開

７．令和6年度全国高校総体（佐賀）

・電気審判器を使える練習会場について

サブアリーナを半分に仕切って審判器を使って良いエリアとそうでないエリアを作るという提案



←安全が確保出来るのであれば問題ない

・選手紹介を準決勝と決勝で行いたいという要望 ←準決勝で行い、決勝ではアナウンスのみ。

８．第49回全国選抜大会（笹田）

・日程 令和７年3月21日(金)～23日(日) 島原復興アリーナ

９．令和７年度全国高校総体

令和7年８月5日(火)～9日(土) 安来市総合文化ホールアルテピア・安来市民体育館

○報告事項

１．令和5年度行事報告（安藤）

インターハイ、選抜、部報ウェブ掲載、後援行事（牧杯・JOC）、プログラム編成会議、第1回常任委員会、

第1回全国委員会、第2回常任委員会(現在実施中)、役員会、第1回競技委員会(仙台)、第2回競技委員会

(鳥取)、強化普及事業（指導者研修会）無事終了

２．第2回競技委員会報告（松本）

・インターハイ関連は現在佐賀と協議中。令和７年度全国総体視察終了・日程確認

・全国選抜令和7年度以降6年の継続開催の提案（後ほど協議）

３．強化普及委員会（大槻）

ウェブサイトに掲載済み

４．令和6年度全国高体連報告（安藤）

・財源問題 今年度は北海道単独開催だったので開催地負担が大きかった。

・補助員の拘束時間が長かった競技あり。今後気を付ける必要あり

・宿泊の問題 希望通りにならず変更も出来ず、競技終了後も実行委に執拗に抗議があった。謹んで欲しい。

・固定開催の競技拡大を進めて欲しい。（岩国市固定開催希望の可能性？）

・開催自治体に対する一部専門部による横柄な態度が問題になった。

５．令和6年度日本フェンシング協会報告 別紙参照

６．全国選抜大会の島原市継続開催について（安藤）

・他地域からの立候補はなし。Googleフォームで全国委員に賛否を問う

・承認されれば、全国選抜の時に島原市に要望書提出(令和7～12年度)
・令和13年度以降は令和10年度に専門部で再検討

議事終了（14時10分）

○全国選抜大会プログラム編成会議（抽選会）

資格審査は問題なし


